
                      

公
益
社
団
法
人
 
 
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
 
の
活
動
に
つ
い
て
 

【
公

益
社
団
法
人
 
金
沢
こ
こ
ろ
の
電
話
 
の
概
要
】
 

所
在
地
：

石
川

県
金
沢

市
本

多
町

3-
1-

10
 

石
川

県
社

会
福

祉
会

館
内

 
代

表
理
事

：
山

内
ミ
ハ

ル
 

 
規
模

：
理

事
 

17
名

 
事

務
局

3
名

 
電

話
相

談
員

(ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

)2
04

名
 
 
賛

助
会
員

20
7
名

 
活

動
目
的

：
さ

ま
ざ
ま

な
悩

み
を
持

っ
て

い
る

方
に

対
し

て
、

電
話

で
援

助
す

る
こ

と
を

目
的

と
す
る

 
 

 
 

 
 

ま
た
、
地

域
の

諸
団
体

及
び

企
業

に
対

し
、

カ
ウ

ン
セ

リ
ン

グ
マ

イ
ン

ド
を

も
っ

て
、
よ

き
隣

人
と
し

て
良

好
な
対

人
関

係
を

 
 

 
 

 
 

持
つ
こ
と

が
で

き
る
よ

う
講

演
会

の
講

師
を

派
遣

。
さ

ら
に

電
話

相
談

に
対

す
る

認
知
度

を
高

め
る
た

め
、

地
域
交

流
を

深
め

 
る

こ
と
及

び
植

樹
な
ど

に
よ

り
、

よ
り

住
み

や
す

い
地

域
づ

く
り

に
も

参
画

し
て

い
る
。

 
活

動
内
容

：
・

毎
週
月

～
金

曜
日

の
18

時
か

ら
23

時
ま

で
、

土
曜

日
は

15
時

か
ら

21
時

ま
で

、
日
曜

・
祝
日

は
9
時

か
ら

21
時

ま
で
電

話
相
談
を

行
っ
て
い

る
（

年
間
相

談
件

数
 

8,
40

0
件

）
 

 
 
 

 
 

・
人
間
関

係
づ

く
り
の

た
め

の
講

演
会

に
講

師
派

遣
 

 
 
 

 
 

・
カ
ウ
ン

セ
ラ

ー
の
養

成
講

座
 

 
 
 

 
 
・
相
談

員
の
ス

キ
ル
ア

ッ
プ

の
為

、
全

体
研

修
会

(年
5，

6
回

)、
グ

ル
ー

プ
別

研
修

会
(会

員
を

8
部
ル
ー

プ
に
分

け
、

1
グ
ル
ー
プ

毎
に
年

5，
6
回

事
例
検

討
を

中
心

に
し

た
研

修
会

) 
 

 
 

 
 

・
社
会
福

祉
協

議
会
主

催
の

ふ
れ

あ
い

バ
ザ

ー
に

参
画

 
 

 
 

 
 
・
厚

生
労
働
省

呼
び
か

け
の
「

自
殺

防
止

対
策

先
駆

事
業

」
に

応
募

し
、
採

択
さ

れ
4
つ
の
事

業
を
立

ち
上

げ
活
動
（
平
成

21
・

22
年
の

2
絵

年
間
）

 
 
 

 
 
 

 

【
自
殺
総
合
対
策
大
綱
改
定
に
向
け
て
の
要
望
・
意
見
】
 

・
金
沢
こ

こ
ろ

の
電
話

は
、

会
員
が

会
費

を
出
し

合
っ

て
、
す

べ
て

ボ
ラ
ン

テ
ィ

ア
で
企

画
運

営
さ
れ

て
お

り
、
賛

助
会

員
か
ら

の
資

金
援
助

を
集

め
る
の
に
苦

労
し
て
い
る
。
公
的
資
金
の
援
助
が
も
う
少
し
増
額
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
。

 
・

生
活
困

窮
者

用
に
、

フ
リ

ー
ダ
イ

ヤ
ル

の
設
置

が
望

ま
し
い

が
、

そ
れ
で

は
資

金
が
つ

づ
か

な
い
で

あ
ろ

う
。
ま

た
、

フ
リ
ー

ダ
イ

ヤ
ル
を

設
置

す
る
と
、
頻

回
通
話
者
が
増
加
す
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
好
ま
し
く
は
な
い
か
？

 
・
地
方
は
交
通
機
関
が
十
分
で
は
な
い
の
で
、
深
夜
及
び
遠
方
か
ら
の
相
談
員
が
得
難
い
。

 
・
現
在
社
会
福
祉
会
館
内
に

1
室
を
間
借
り
し
て
い
る
が
、
専
用
の
建
物
が
ほ
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
相
談
時
間
帯
を
も
う
少
し
増
加
す
る
こ
と
も
可
能
に
な
る
。
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N
PO

法
人
心
に
響
く
文
集
・
編
集
局
の
活
動
に
つ
い
て

 
 【

N
PO

法
人
 
心
に
響
く
文
集
・
編
集
局
の
概
要
】

 
●
活
動
拠
点

: 
福
井
県
坂
井
市
三
国
町
東
尋
坊
 
及
び
 
東
京
都
文
京
区
湯
島

 
●
代

 表
 者

: 
茂
 
幸
雄

(し
げ
ゆ
き
お

) 
 

●
規

  
 模

 :
 
心
に
響
く
文
集
・
編
集
局
 

= 
会
員

89
人

(う
ち
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
員

20
人

) 
 

自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
さ
さ
え
あ
い
 

= 
 会

員
約

12
0
人

 
●
活
動
目
的

: 
・
自
殺
多
発
場
所
で
あ
る
福
井
県
・
東
尋
坊
の
水
際
で
の

 自
殺
防
止
活
動
 

(心
に
響
く
文

集
・
編
集
局

) 
 
 
 
 
 

  
・
全
国
の
各
職
域
で
自
殺
防
止
に
取
組
ん
で
い
る
実
践
者
た
ち
に
よ
る
全
国
を
視
野
に
入
れ

た
「
さ
さ
え
あ
い
」
対
策
の
推
進

 
 

(自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
さ
さ
え
あ
い

) 
●
活
動
内
容

: 
・
平
成

16
年

4
月
か
ら
自
殺
多
発
場
所
で
あ
る
福
井
県
・
東
尋
坊
を
見
回
り
し
、
自
殺
企

図
者
の
救
助
か
ら
再
出
発
す
る
ま
で
の
一
連
の
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の

8
年
間
で

37
9
人
の
自
殺
企
図
者
の
命
を
救
い
、
東
尋
坊
か
ら
再
出
発
さ
せ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、

「
ほ
っ
と
す
る
人
と
、
ほ
っ
と
す
る
場
所
で
、
ほ
っ
と
す
る
時
間
を
す
ご
す
」
サ
ロ
ン
を

JR
福
井
駅
前
に
設
け
ま
し
た
。

 
(心

に
響
く
文
集
・
編
集
局

) 
  

  
  

  
  

  
・
平
成

21
年

5
月
か
ら
、
各
職
域
で
活
動
し
て
い
る
全
国
の
実
践
者
た
ち
に
よ
り
、「

さ
さ

え
あ
え
る
」
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
た
め
、「

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

「
シ
エ
ル
タ
ー
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」「

フ
ォ
ワ
ー
ド
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
を
開
催
し
て
き

て
お
り
、
月

1
回
以
上
の
「
集
い
」

(フ
ォ
ワ
ー
ド
カ
フ
ェ

)を
開
催
し
て
い
ま
す
。

 
(自

殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
さ
さ
え
あ
い

) 
 

【
自
殺
総
合
対
策
大
綱
改
定
に
向
け
て
の
意
見
】

 
1 

自
殺
多
発
場
所
を
擁
す
る
場
所
の
「
公
共
施
設
に
対
す
る
管
理
責
任
」
を
徹
底
さ
せ
る

こ
と

 
 
 
 
 
 
国
や
都
道
府
県
が
自
然
公
園
に
指
定
し
て
い
る
場
所
に
は
、
岸
壁
、
樹
海
、
渓
谷
、
つ
り
橋
、

湖
、
鉄
道
、
踏
切
な
ど
「
自
殺
を
誘
発
し
て
い
る
場
所
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
こ
に
全
国
か
ら
自

殺
企
図
者
が
集
ま
り
、
毎
年

10
人
以
上
が
自
殺
し
て
い
る
の
に
無
策
の
状
態
で
放
置
さ
れ
て
い

る
現
実
が
あ
り
ま
す
。
 

 
こ
れ
ら
の
場
所
の
管
理
責
任
者
の
義
務
と
し
て
、
立
入
禁
止
の
措
置
、
監
視
装
置

(赤
外
線

)
の
設
置
、
監
視
員
の
配
置
、
緊
急
避
難
所
の
設
置
、
相
談
所
の
設
置
な
ど
の
「
公
施
設
の
管
理
者

責
任
」
に
つ
い
て
、
国
が
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
示
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 
  

  
  

  
 
ま
ず
、
国
民
の
目
に
見
え
、
肌
で
感
じ
る
「
自
殺
を
誘
発
し
て
い
る
場
所
」
対
策
か
ら
始
め
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

 
 2 

全
国
、
各
都
道
府
県
に
緊
急
避
難
所

(シ
エ
ル
タ
ー

)の
設
置
義
務
を

 
全
国
で
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
の
養
成
講
座
が
開
か
れ
て
い
ま
す
が
、
自
殺
企
図
者
を
発
見
し
行

政
機
関
や
警
察
に
通
報
し
て
も
、
後
処
理
を
す
る
施
設
が
未
整
備
で
あ
る
た
め
、「

追
い
散
ら
し

作
戦
」
が
採
ら
れ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

 
自
治
体
の
中
に
、
堂
々
と
「
う
ち
に
は
シ
ェ
ル
タ
ー
が
な
い
か
ら
」
と
言
っ
て
、
自
殺
企
図

者
を
門
前
払
い
を
し
て
い
る
自
治
体
が
あ
り
、
こ
の
行
政
機
関
に
よ
っ
て
自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て

い
る
実
態
が
あ
り
ま
す
。

 
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
養
成
講
座
を
開
く
だ
け
で
な
く
、
受
け
皿
と
な
る
緊
急
避
難
所

 (
シ
ェ
ル
タ

ー
)を

都
道
府
県
内
に

2
ヶ
所
以
上
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 
 

 
3 

「
生
活
保
護
」
規
定
の
見
直
し

 
「
自
分
の
住
民
す
ら
守
れ
な
い
の
に
、
他
県
者
に
自
分
の
自
治
体
の
税
金
を
使
う
な
ん
て
、

も
っ
て
の
外
や
…
」
と
言
わ
れ
、
県
外
滞
在
者
の
保
護
を
極
端
に
嫌
わ
れ
て
お
り
、
自
殺
に
追
い

込
ま
れ
て
い
る
現
実
が
あ
り
ま
す
。

 
こ
の
自
治
体
の
心
情
も
分
り
、
他
県
者
を
保
護
し
て
も
そ
こ
の
自
治
体
が
賞
賛
さ
れ
て
も
負

担
の
掛
か
ら
な
い
シ
ス
テ
ム
作
り

 (
国
、
又
は
対
象
者
が
一
番
多
く
納
税
し
て
き
た
都
道
府
県
が

負
担
す
る

)の
規
定
見
直
し
を
、
喫
緊
に
取
組
む
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

 
 

4 
精
神
障
害
者
に
対
す
認
知
行
動
療
法
や
精
神

(心
理

)療
法
を
実
施
す
る
「
中
央
拠
点
病

院
」
の
設
置

 
医
療
現
場
で
は
、
精
神
科
医
師
や
精
神
科
看
護
師
不
足
か
ら
１
人
の
医
師
が
１
日

30
人
以
上

の
患
者
さ
ん
を
見
な
い
と
経
営
が
成
り
立
た
な
い
と
の
理
由
で
、
短
時
間
治
療
し
か
や
っ
て
い
ま

せ
ん
。

 
一
方
、
自
殺
企
図
の
患
者
さ
ん
か
ら
の
声
と
し
て
、
長
年
薬
物
療
法
だ
け
の
偏
っ
た
治
療
し

か
受
け
さ
せ
て
貰
え
ず
、
認
知
行
動
療
法
や
精
神

(心
理

) 
療
法
を
お
願
い
し
て
も
断
ら
れ
、
や

っ
て
い
る
病
院
を
聞
い
て
も
教
え
て
貰
え
な
い
。

 
な
ど
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
長
期
間
の
薬
物
治
療
だ
け
に
よ
る
病
苦
と
経
済
苦
か
ら
、

自
殺
に
追
い
込
ま
れ
て
岩
場
に
立
つ
人
が
大
勢
い
ま
す
。

 
こ
の
、
精
神
科
医
や
自
殺
企
図
者
の
声
に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、
小
さ
な
医
療
現
場
が
対
応
の

で
き
な
い
認
知
行
動
療
法
や
精
神

(心
理

)療
法
を
専
門
に
行
う
「
中
央
拠
点
病
院
」

(管
区
ま
た
は

県
に
一
ヶ
所
以
上

)の
創
設
を
喫
緊
に
行
う
べ
き
と
考
え
ま
す
。

 
 

5 
そ
の
他

 
・
都
道
府
県
に
あ
る
自
殺
対
策
協
議
会
の
協
議
内
容
を
、

 
【
都
道
府
県
の
施
策
に
反
映
さ
す
こ
と
】
を
提
言
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
⇒
協
議
会
の
活
性
化

 
・
医
療
現
場
か
ら
見
え
て
き
た
う
つ
病
に
な
ら
な
い
た
め
の

 
薬
物
治
療
以
外
の
【
予
防
対
策
】
を
提
言
し
ま
す
。
 
 
 
 
 
 
 

 ⇒
う
つ
病
予
防
対
策

 
・
自
殺
防
止
対
策
で
は
な
く
、
自
殺
を
考
え
て
い
る
人
を
救

 
う
行
為
は
【
人
命
救
助
】
で
あ
る
と
の
定
義
付
け
を
。
 
 
 
 
 

  
⇒
人
命
救
助
と
位
置
付

 
・
大
綱
に
は
【
自
殺
者
ゼ
ロ
】
を
目
標
に
掲
げ
、【

孤
立
化
の
防
止
】
施
策
に
重
点
を
置
き
、
自
殺

防
止
対
策
の
数
値
目
標
は
設
定
し
な
い
。
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